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災害に備えて消防ポンプ操法を研鑽（消防団）

地
区
防
災
計
画
と
し
て
村
防

災
計
画
に
規
定
す
る
方
法
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地
区
の
組
織
ご
と
に
避
難

訓
練
や
初
期
消
火
訓
練
な
ど

「
長
野
県
市
町
村
災
害
時
相

互
応
援
協
定
」
を
締
結
し
て

地
域
防
災
計
画
見
直
し
後
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経

高
規
格
道
路
は
地
図
上
で
は

ル
ー
ト
策
定
可
能
で
あ
り
、

庁
内
で
連
携
の
検
討
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
Ｉ
Ｔ
を
活

本
年
度
中
に
庁
内
内
部
評
価

を
実
施
後
、
新
た
な
策
定
委

「
長
野
県
砂
防
情
報
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」の
Ｈ
Ｐ
情
報
か
ら
、

ア
ナ
ロ
グ
使
用
期
限
は
平
成

28
年
５
月
末
で
、
そ
の
後
デ

昨
年
、
姫
川
砂
防
事
務
所
と

合
同
で
一
部
の
メ
ン
バ
ー
で

地
域
防
災
計
画
見
直
し
は
毎
年
し
て
い
る
か

平
成
17
年
度
見
直
し
後
、修
正
し
て
い
な
い

津滝俊幸議員

【
防
災
に
つ
い
て
】

【
道
路
網
整
備
や
大
糸
線

に
つ
い
て
】

【
第
４
次
総
合
計
画
に
つ
い
て
】

【
ヤ
フ
ー
と
の
連
携
に
つ
い
て
】

災
害
対
策
法
改
正
で
４
月
に

「
地
区
防
災
計
画
制
度
」
が

各
地
区
自
主
防
災
組
織
は
、

有
事
の
際
に
は
機
能
す
る

災
害
時
の
連
携
体
制
は
。

地
域
防
災
計
画
の
周
知
は
。

地
域
高
規
格
道
路
の
村
内

ル
ー
ト
の
早
期
決
定
と
、
主

連
携
内
容
と
進
捗
状
況
は
。

第
４
次
総
合
計
画
の
精
査
や

第
５
次
総
合
計
画
の
策
定
準

土
砂
災
害
等
の
避
難
勧
告
の

判
断
は
。

消
防
団
無
線
は
免
許
期
限
後

に
デ
ジ
タ
ル
化
が
義
務
付
け

職
員
の
防
災
計
画
に
基
づ
く

訓
練
は
。

と
、
地
区
居
住
者
等
が
地
区
防
災
計

画
の
素
案
を
防
災
会
議
に
提
案
す
る

方
法
が
あ
り
ま
す
の
で
、
村
防
災
会

議
で
検
討
し
て
も
ら
い
ま
す
。

実
施
し
て
い
ま
す
。
未
設
置
地
区
に

は
、
結
成
を
働
き
か
け
ま
す
。
村
自

主
防
災
組
織
防
災
資
機
材
購
入
費
補

お
り
、
被
災
市
町
村
へ
の
応
援
活
動

や
本
村
が
被
災
し
た
場
合
の
応
援
支

援
を
受
け
る
体
制
に
な
っ
て
い
ま

す
。
県
は
12
の
生
活
衛
生
同
業
組
合

と
支
援
に
関
す
る
協
定
を
結
ん
で
い

ま
す
。

て
公
表
し
、
周
知
に
努
め
ま
す
。

県
へ
提
示
で
き
る
原
々
案
を
村
期
成

同
盟
会
に
検
討
さ
せ
た
い
と
考
え
ま

す
。
騒
音
は
そ
の
旨
を
要
望
し
て
い

き
た
い
で
す
。
大
糸
線
に
つ
い
て
は

「
大
糸
線
利
用
促
進
輸
送
強
化
期
成

同
盟
会
」
を
中
心
と
し
、
Ｊ
Ｒ
西
日

本
へ
要
望
し
ま
し
た
。

員
会
に
よ
る
客
観
的
評
価
を
経
て
、

未
達
成
要
因
を
分
析
し
、
第
５
次
総

合
計
画
へ
反
映
し
た
い
で
す
。
今

後
、
計
画
審
議
委
員
公
募
、
年
末
に

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
予
定

で
す
。

降
雨
量
や
斜
面
崩
壊
の
前
兆
現
象
な

ど
を
総
合
判
断
し
危
険
と
判
断
し
た

場
合
、
避
難
勧
告
発
令
し
ま
す
。

ジ
タ
ル
化
へ
移
行
、
デ
ジ
タ
ル
無
線

機
は
一
基
約
50
万
円
と
高
価
で
厳
重

保
管
が
必
要
な
の
で
、
所
有
台
数
を

減
ら
し
、
不
足
分
は
特
定
小
電
力
ト

ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
補
っ
て
い
き
ま
す
。

災
害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
災
害

対
応
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
し

た
。

要
道
路
の
渋
滞
緩
和
対
策
や
夜
間
騒

音
対
策
、
乗
降
客
が
減
少
し
て
い
る

大
糸
線
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
へ
の

要
望
や
実
情
は
。

備
は
。

新
設
さ
れ
た
が
、
村
の
整
備
状
況
及

び
進
捗
状
況
は
。

か
。
未
設
置
地
区
へ
の
対
応
は
。
ま

た
、
装
備
や
、
観
光
客
へ
の
対
応
は
。

だ
が
、
基
本
方
針
は
。

用
し
た
観
光
事
業
、
教
育
支
援
、
販

売
事
業
に
絞
り
込
み
ま
し
た
。
具
体

的
内
容
は
今
後
詰
め
て
い
き
ま
す
。

助
金
を
、
既
に
限
度
回
数
に
達
し
て

い
る
組
織
へ
も
交
付
し
て
い
き
ま

す
。
観
光
客
対
応
は
、
道
路
標
識
や

案
内
看
板
の
整
備
、
収
容
施
設
の
検

討
、
観
光
客
を
交
え
た
防
災
訓
練
の

実
施
を
進
め
た
い
で
す
。
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